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運動会、よく頑張りました！！
「学校には運動場がない。」・・練習は体育館で。運動会の二週間前には雨山グランドにバス

で移動しての練習、加えて、５月の終盤になって一気に気温が上昇。疲れや慣れない暑さと戦

いながら、精一杯練習に取り組んだ子どもたち。本番の立派な姿は勿論のこと、健気に、一生

懸命に練習に取り組んだ姿は、賞賛に値する素晴らしいものでした。

また、前日は大雨となり、グランド状態も悪く開催が危ぶまれましたが、日頃の子どもたち

の頑張りが天に通じ、当日は本当にさわやかな晴天に恵まれました。

ＰＴＡ役員の皆様には、テントの運搬や観覧席の設営等、例年にはない仕事量で、随分とご

足労をおかけすることになりました。すばらしいチームワークとご協力により無事に運動会を

終えることができましたことに、改めて感謝申し上げる次第です。

保護者の皆様・地域の皆様には終日温かいご声援をいただき、子どもたちにとって大きな励

みとなったことと思います。たくさんの方々のお世話になって運動会をなし得たことをみんな

で喜び、感謝し、これからの学校生活が益々充実したものとなるようにと願っています。



縦の絆と横の絆 今年の運動会のスローガンは、「石部小学校の歴史をぬりかえろ

～６色の絆が無限の可能性を～」でした。

このスローガンにこめられた子どもたちの思いを読み取るとき、「１４０年の歴史の上に、自

分たちの力で自分たちなりの１４１年目の歴史を刻みたい、そして、その思いを遂げるために

は、６色の絆が必要なのだということをみんなに伝えたい・知ってもらいたい。」、そんな子ど

もたちの思いが伝わってくるような気がします。そして、その思いは、実は子どもたちだけで

なく、石部に住まう多くの人々の共通の思いに通じているのではないかと思います。

今年も来年も運動場がないので、学校での運動会は当然できませんし、子どもたちは思いっ

きり体を動かす場所もなく、ストレスのたまる毎日を送っています。しかし、子どもたちは何

も不平を言いません。新しい校舎ができることに期待し、感謝していてくれるに違いないと思っ

ています。未来を担うにふさわしい子どもたちの、この「心意気」を大切にした学校・地域で

なければならないと思っています。

いよいよ夏の到来です。(プール開き・６／１６）
プール開きに向けて５．６年生がプールの掃除（6/10）

をしてくれました。職員は、心肺蘇生法の研修に取組

ました。

＜新校舎がその姿を現しました。＞

石部小ＣＳ学校運営協議会より
４月１日コミュニティー・スクールに指定されて以来、石部小学校運営協議会は活発に

活動を展開してくださっています。４月１日から６月１６日までの、各運営委員会の活動

の経過をお知らせします。７月には第２回理事会を開催し、一学期の反省をします。

＜学習支援委員会＞

第１回（4/ 3）･･「学習の手引き」について協議しました。６年間を見通して、各学年

でどんなことを身につけなければならないかを示した手引きを作成。各家庭でいつも

見えるところに貼っていただき活用してもらうよう、呼びかけています。

第２回（4/25）・ 第３回（5/14）･･夏休みや土曜日に行う「学習教室」について協議。

地域の方々が中心になって、「勉強をしよう！！」という子どもたちの意欲を高める

ための取組を考えてくださっています。募集要項ができしだいチラシを配布。是非、

参加してくれるよう呼びかけることとしました。

＜体験的活動支援委員会＞

第１回（4/22・23）･･石部学遠足の事前学習についての協議と実践。６年生に対して、

事前学習として、図書室で授業をしてくださいました。

第２回（5/15）･･石部学遠足の反省。今後どんな取組が必要かについて話し合いました。

＜校外生活支援委員会＞

第１回(4/16）･･子どもたちに力をつけるための「見守り指導」の推進のためには、もっ

と見守りのスタッフが必要であることから、新規に募集をかけることを決定。

第２回(5/14）･･現在の「こなん子１１０番」の設置方法で、本当に子どもの安全を守

ることができるのかについて協議。いざというときに子どもが安心して飛び込める

お家をどう確保するか。このことについて、６／２６のＰＴＡ運営委員会で校外生活

支援委員会より提案を行うこととしました。

第３回(6/11）･･子どもたちが自ら自分の安全を守ろうとする「意識」と「力」を育て

るための「安全指導のための評価活動」に、どう取り組んでいくかを協議しました。


